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本研究は、カンボジアがこの半世紀近くに経験した激動の社会史とその中を生きた諸個人の取り組みを解明する

ことを目的とする。具体的には、ウドン旧王城跡を中心として住民の生活状況と個人史に関する詳細な聞き取り調

査を行い、当該地域社会の近現代における具体的変化と人々の経験の主観的解釈に存在する多元的な現実を

併せて考察する。

本研究は二つの研究内容からなる。第一は当該地域社会の編成過程を具体的に解明することである。当該地域

を理解する上で最も基礎的な主題として、住民の父母、祖父母の世代の記憶を辿り地域社会の形成過程を考察

する。また、１９７５年に始まる民主カンプチア（クメール・ルージュ）政権期前後からの地域社会の変化を実証的に

考察することも重要である。民主カンプチア政権は、同年４月プノンペン解放後直ちに２００万人とも推算される都

市人口を農村社会に追放した。そして世帯別労働力を人工的に解体し労働組を組織するなど農村社会の急激な

変革を目指した。１９７０年代を中心としたカンボジア農村社会の変容とその後の復興の実態については、未だ「悲

劇のカンボジア史」といった一元的な言説が繰り返されるに止まり、地域史を考慮した社会科学的研究はほとんど

行われていない。したがって第二の研究内容は、詳細な個人史の聞き取りによりカンボジア現代史の多元的な局

面とその現実を明らかにすることである。申請者は、当該地域に短期的な訪問を繰り返し基礎的資料を収集する

なかでインフォーマントの選定を行い、彼らの個人史を集中的に聞き取る。本人の主観的な現実の把握を重視し、

複雑で重層的な存在としての個人の語る人生／生活の歴史を対象とすることで、厳しく変容する地域社会を生き

た個人の人生観、世界認識と、今後の生活への希望を明らかにしたい。

調査地のウドンはプノンペンの北西約４０ｋｍのトンレ・サーブ河西岸に位置し、１８６５年まで王城がおかれていた。

現在、王城跡は南北約４００ｍ東西約６００ｍにわたって続く半ば崩れた３ｍ高の土壁によって確認される。場内に

は上座仏教を信仰するクメール人の住民が多いが、中国系住民による学校も見られ、多様な来歴をもつ人々の木

造高床式家屋がほぼ一定間隔で並ぶ。本研究は、約１３０年前までは一般人が住むことのなかったこの場を中心

に繰り広げられたカンボジア人の営みに焦点をあわせる。


















